
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

少
年
少
女
会 

「野
外
調
理
」バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り 

 

（仙
寿
の
里
温
泉
に
て
）五
月
二
十
日(

土)  

若
葉
は
萌
え
だ
し
、
鳥
は
さ
え
ず
る
初

夏
の
「
仙
寿
の
里
温
泉
」
の
森
で
、
少
年

少
女
会
「
野
外
調
理
」
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

今
回
は
、
お
昼
ご
飯
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

で
、
お
や
つ
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。 

タ
マ
ゴ
を
と
き
、
牛
乳
・
砂
糖
・
と
か

し
バ
タ
ー
・
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
レ
シ

ピ
ど
お
り
に
混
ぜ
た
も
の
を
竹
に
か
け
て
、

焼
い
て
は
か
け
、
焼
い
て
は
か
け
を
繰
り

返
し
、
焼
き
上
が
る
ま
で
一
時
間
く
ら
い

は
か
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
が
で
き
上
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
挑

戦
に
し
て
は
上
で
き
で
す
。 

大
鍋
で
カ
レ
ー
を
煮
込
み
、
木
炭
で
バ

ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
焼
く
の
は
、
家
で
は
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

と
っ
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

ま
た
、
開
会
儀
礼
・
閉
会
儀
礼
も
少
し

ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
！ 
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加
治
木
教
会 

 
 

五
月
七
日(

日) 
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

仕
え
ら
れ
る  

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終
日
の
、
五

月
七
日(

日)

加
治
木
教
会
で
は
、
天
地
金
乃

神
御
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

前
日
午
前
中
に
、
清
掃
と
お
広
前
や
二

階
ホ
ー
ル
の
先
生
方
の
屯
所(
控
室)

の
準

備
が
進
め
ら
れ
、
ご
神
前
の
活
け
花
も
き

れ
い
に
で
き
上
り
ま
し
た
。 

こ
の
と
こ
ろ
感
染
者
数
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
、
翌
日
の
五
月
八
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
第
５
類
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

誰
も
が
マ
ス
ク
を
し
て
油
断
な
く
感
染
対

策
を
取
る
と
い
う
よ
う
な
中
で
仕
え
ら
れ

た
御
大
祭
で
し
た
。 

祭
員
に
は
、
講
師
の
隈
ノ
庄
教
会
長 

吉

田
幸
一
先
生
、
人
吉
教
会
長 

安
武
光
太
郎

先
生
、
多
良
木
教
会
長 

梅
木
博
光
先
生
、

東
郷
教
会
で
御
用
中
の
矢
野
裕
子
先
生
方

が
御
用
さ
れ
ま
し
た
。 

   

                           

                           



令和５年 ６月                       いっしん 

 

- 3 - 
 

 

吉
田
幸
一
先
生
の
ご
教
話
は
、
福
岡
県

二
日
市
教
会
の
信
奉
者
家
庭
で
お
育
ち
に

な
ら
れ
、
教
会
の
少
年
少
女
会
で
い
ろ
ん

な
ご
体
験
を
重
ね
ら
れ
て
大
学
を
卒
業
さ

れ
る
頃
に
、
お
道
の
教
師
を
志
す
こ
と
と

な
ら
れ
、
や
が
て
金
光
教
学
院
を
卒
業
さ

れ
、
二
日
市
教
会
で
の
修
行
生
生
活
、
少

年
少
女
会
連
合
本
部
で
の
御
用
を
経
て
、

隈
ノ
庄
教
会
の
後
継
者
と
い
う
御
用
に
当

た
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
々
の
貴
重
な
信
心
の
ご
体
験
談
を
お
話

し
下
さ
い
ま
し
た
。 

講
話
の
内
容
は
、
文
章
に
ま
と
ま
り
し

だ
い
「
い
っ
し
ん
」
に
、
何
回
か
に
わ
け

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 
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少
年
少
女
会 

「野
外
調
理
」バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り 

 

（仙
寿
の
里
温
泉
に
て
）五
月
二
十
日(

土) 

 
 

 
 

 
《
ス
ナ
ッ
プ
写
真
》 

初 は

じ

め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

作 つ

く

り
、
レ
シ
ピ
の
分
量

ぶ
ん
り
ょ
う

ど
お
り
に
材
料

ざ
い
り
ょ
う

を
混 ま

ぜ

合 あ

わ
せ
、
み
ん
な
で
仲 な

か

よ
く
焼 や

き
ま
し
た
。 

木
炭

も

く

た

ん

コ
ン
ロ
の
火 ひ

で
周
囲

し

ゅ

う

い

は
熱 あ

つ

か
っ
た
け
ど
、

最
後

さ

い

ご

ま
で
が
ん
ば
り
焼 や

き
上 あ

げ
ま
し
た
ね
。 

今
回

こ

ん

か

い

は
暑 あ

つ

く
て
、
い
ろ
ん
な
虫 む

し

も
い
ま
し
た
。

こ
わ
い
ア
ブ
も
い
て
大
変

た

い

へ

ん

で
し
た
。 

山 や

ま

に
は
、
少
年

し
ょ
う
ね
ん

少
女
会

し
ょ
う
じ
ょ
か
い

歌 か

に
あ
る
よ
う
に
「
か

ぎ
り
知 し

ら
れ
ぬ
み
め
ぐ
み
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
ね
。「
仙 せ

ん

寿 じ

ゅ

の
里 さ

と

温
泉

お

ん

せ

ん

」
の
瀬
尾

せ

お

さ
ん
、
有 あ

り

難が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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【
今
月
号
表
紙
の
御
歌
】 

も
の
み
な
は 

神
の
恵
ま
す
賜
も
の
ぞ 

仇
に
は
な
ら
じ
僅
か
た
り
と
も 

安
武
松
太
郎
師 

御
歌 

 
 

「
植
物
に
は
す
べ
て
意
味
が
あ
る
」
と
、

あ
る
植
物
学
者
は
言
い
「
ど
ん
な
植
物
も

い
ろ
ん
な
物
と
関
わ
り
合
っ
て
意
味
の
あ

る
働
き
を
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
植
物
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
天
地
」
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
、
い
わ
ば

「
親
神
様
の
御
立
場(

お
ん
た
ち
ば)

」
で
考

え
て
み
る
と
、
動
物
も
植
物
も
、
さ
ら
に

は
水
や
空
気
も
、
山
も
海
も
、
鉱
物
や
資

源
も
、
土
も
石
く
れ
も
、
意
味
の
あ
る
存

在
で
あ
り
、
意
味
の
あ
る
働
き
を
し
て
い

る
尊
い
天
地
の
親
神
様
の
お
恵
み
な
の
で

す
。 落

ち
葉
一
枚
、
枯
草
一
本
、
天
地
の
お

恵
み
で
で
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

す
べ
て
の
物
は
、
そ
の
よ
う
な
私
た
ち

の
知
り
え
な
い
深
く
厚
い
天
地
の
親
神
様

の
愛
情
の
結
晶
で
あ
り
、
す
べ
て
が
役
立

つ
尊
い
存
在
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 
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「チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」 

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
！ 

少
年
少
女
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」

は
、
五
月
か
ら
七
月
（
十
五
日
）
ま
で
の
、

信
心
の
「
取
り
組
み
表
」
で
す
。 

子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母
さ
ん
、

み
ん
な
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

七
月
十
五
日
ま
で
取
り
組
ん
だ
人
は
、

教
会
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
七
月
二

十
日
ま
で
に
郵
送
で
き
る
と
少
年
少
女
会

連
合
本
部
の
記
念
品
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
全
国
大
会
（
八
月
五
日
㊏
・
六
日

㊐
）
の
作
品
展
で
展
示
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
七
月
二
十
日
に
間
に
合
わ
な
い

人
も
教
会
の
神
様
に
お
そ
な
え
し
て
お
礼

申
し
上
げ
、
教
会
の
少
年
少
女
会
か
ら
ス

テ
キ
な
ご
ほ
う
び
を
い
た
だ
け
ま
す
。 

「
第
76
回 

少
年
少
女
全
国
大
会
」
に
向

け
て
の
取
り
組
み
で
す
。
八
月
五
日(

土)

～
七
日(

月)

の
全
国
大
会
参
拝
は
、
お
か
げ

を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

日
々
の
信
心
の
取
り
組
み
は
、
神
様
に

感
謝
を
さ
さ
げ
る
信
心
の
稽
古
で
す
、
大

会
に
向
け
て
み
ん
な
で
、
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

         

   

お
誕
生 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

四
月
二
十
六
日
、
徳
永
正
弘
さ
ん
李
恵

さ
ん
ご
夫
婦
に
、
次
男
佳
祐
（
け
い
す
け
）
く

ん
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
お
健
や
か
な
ご
成

長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

徳
永
盛
広
さ
ん
睦
美
さ
ん
の
、
お
孫
さ
ん

で
す
。 

    

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

衣
替
え
半
年
ぶ
り
の
ゆ
か
た
着
て 

朝
は
袖
か
ら
風
入
る
ご
と
し 

 

森
陰
の
木
々
の
巣
箱
は
初
夏
迎
え 

雛
を
育
む
野
鳥
の
飛
び
交
い 

 

た
く
さ
ん
の
命
育
む
森
の
中 

天
地
の
め
ぐ
み
驚
く
ば
か
り 

 

朝
は
や
く
さ
え
ず
り
お
る
は
ど
の
鳥
か 

イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
の
美
し
き
声 

 

夜
の
明
け
る
そ
の
た
び
ご
と
に
明
る
さ
の 

ま
し
て
行
く
朝
初
夏
に
向
か
い
ぬ 

 

 

※
少
年
少
女
会
員
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
大
人
は
「
信

行
取
り
組
み
表
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 
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「
信
行
取
り
組
み
表
」 

共
々
に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
も
、
金
光
教
全
国
信
徒
会
で
取
り
組
ん
で
あ

り
ま
す
「
信
行
取
り
組
み
表
」
に
、
と
も
ど
も
に
お

か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
み
て
の
私
的
な
感
想

で
す
が
、
あ
ま
り
た
く
さ
ん
の
項
目
を
か
か
げ
る
と

取
り
組
み
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
朝
か
夕
方
に
個
人
的
な
御
祈
念
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
時
間
に
、
こ
の
「
信
行
取
り
組
み
表
」
と

ペ
ン
と
準
備
し
て
お
い
て
記
入
す
る
と
、
落
ち
着
い

て
記
入
が
で
き
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

少
年
少
女
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
６
月
か
ら
７
月
ま

で
少
年
少
女
向
け
の
取
り
組
み
表
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ー
ド
」
に
親
子
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
の
信
心
の
成
長
に
追
い
越
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
共
々
に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

５
月 

…
…
…
… 

１
（
月
）
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
祝･

水
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

６
（
土
）
準 

備 

御 

用 

10
時 

７
（
日
）
加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

９
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
水
）
生
神
金
光
大
神
様
月
例
祭 

10
時
半 

20
（
土
）
少
年
少
女
会 

野
外
調
理 

21
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

〃 
 
 

清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
月
）
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

31
（
水
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

  

         

使
用
済
み
切
手
収
集
に
つ
い
て
の 

＝
お
願
い
＝ 

＊
切
手
は
は
が
さ
な
い
で
、
以
下
の
要
領

で
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

＊
切
手
の
周
囲
を
５
㎜
程
度
あ
け
て
切
り

取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

＊
枚
数
を
明
記
し
て
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

＊
外
国
切
手
や
台
紙
か
ら
は
が
し
た
切
手

が
あ
る
場
合
は
別
に
し
て
お
届
け
く
だ

さ
い
。 

  

 

  

          

 
 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

六 

月 
 
 

平
地
正
巳 

之
霊
神
（
１
日
）
昭
和
20
年 

前
田 

豊 

之
霊
神
（
６
日
）
昭
和
20
年 

星
原
雅
志 

之
霊
神
（
11
日
）
昭
和
56
年 

最
勝
寺
ヒ
サ
之
霊
神
（
11
日
）
平
成
11
年 

汰
木
セ
ツ
エ
之
霊
神
（
11
日
）
平
成
22
年 

大
重
為
光 

之
霊
神
（
20
日
）
平
成
18
年 

三
反
ク
ニ
子
之
霊
神
（
24
日
）
昭
和
21
年 

平
地
フ
ヂ
エ
之
霊
神
（
25
日
）
昭
和
18
年 

安
武
シ
ケ
清
和
大
刀
自
之
霊
神

（
26
日
）
昭
和

32
年 

前
田
賢
二 

之
霊
神
（
27
日
）
平
成
３
年 

金
竹
フ
ミ
之
霊
神
（
27
日
）
平
成
25
年 

本
中
野
米
子 

之
霊
神

（
30
日
）
昭
和
62
年 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉
串
の 

奉
て

ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 
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六
月
十
八
日
（日
）午
前
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

布
教
七
十
二
年
記
念
祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 

六
月
三
十
日(
金)  

十
時
半
よ
り 

上
半
期
感
謝
祭 
奉
仕 

※
感
謝
祭
お
届
け
用
紙
、
ご
記
入
の
上 

御
結
界
へ
お
届
け
下
さ
い
。 

 

六
月
二
十
五
日(

日) 

午
後
一
時
よ
り 

連
合
会 

主
催 

 
 

 
 

 

上
荒
田
教
会
に
て 

教
祖
一
四
〇
年
記
念 

中

部

地

区

集

会 
  

七
月
九
日(

日)

午
前
十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

祈 

願 

祭 

奉
仕 

祭
典
後
、
少
年
少
女
会
連
合
本
部
派
遣
講

師
に
よ
る
「育
成
懇
談
会
」（講
話
） 

講
師 

下
関
北
教
会 

 
 

 
 

 

宮
野 

寿 

先
生 

教 

会 

行 

事 

…
… 

６
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
土
）
親
教
会
参
拝
日 

３(

土)

～

４(

日)

信
徒
部
教
区
委
員
会(

宮
崎

教
会)

 

５(

月)

～

６(

火)

教
師
研
修
会(

五
日
、
教 

区

六
日
、
連
合
会)

 

９
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭 

生
神
金
光

大

神

様 

10
時
半 

11 (

日) 

御
本
部
教
団
独
立
記
念
祭 

教
師
輔
命
四
十
年
褒
賞(

教
会
長) 

15
（
木
）

連
合
会

青
少
年 

企
画
会
議 

10
時
半 

17
（
土
）
清
掃
御
用     

10
時 

18
（
日
）
布
教
72
年
記
念
祭 

10
時
半 

22
（
木
）
●
月
例
祭･

共
励
会 

13
時
半 

25
（
日
）
教
祖
140
年｢

中
部
地
区
集
会｣ 

26(
月)
～

27(

火) 

甘
木 

親
教
会

婦
人
部
会(

教
師) 

29
（
木
）
清
掃
御
用     

10
時 

30
（
金
）
上
半
期
感
謝
祭 

10
時
半 

 

〃 

（
光
風
館
予
約
時
刻 

午前

10
時
） 

※
《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

      

  

…
… 

７
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

８
（
土
）
前
日
準
備
御
用 

９
（
日
）
加
治
木
教
会
祈
願
祭 

11
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭 

  

10
時
半 

13
（
水
）
教
師
家
庭
婦
人
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て) 

17(

月
祝)

●
甘
木
親
教
会 

祈
願
祭 

21
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会 

13
時
半 

29
（
土
）

連
合
会

青
少
年

企
画
会
議 

８
時
半

上
荒
田
教
会

農

場

に

て 

31
（
月
）
清
掃
御
用     

10
時 

              


